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分類マスタについて 

 

概要 

分類情報を登録します。登録した分類情報は、案件入力や、得意先マスタ、スタッフマスタで利用

可能となります。 

案件に紐付く案件分類、得意先に紐付く得意先分類、スタッフマスタに紐付くこだわり分類など、

より詳細な情報を登録・管理する事が可能です。また、設定次第では、コンプライアンスに出力す

る事も可能です。 

 

分類情報は３階層に分かれ、大分類、中分類、小分類と分類されます。大分類または中分類で

グループ化することで、効率よく管理する事が可能です。 

 

 （ 使用例 ） 
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基本操作 

[マスタ]-[詳細]-[分類マスタ]メニューを選択します。 

 

●新規登録の場合（大分類） 

１．案件分類「大分類」が選択されている事を確認します。 

 

２．分類 NOを空欄の状態にし、Enterキー押下で「新規」表示にします。 

 

３．表示させたい画面の表示区分を選択し、分類名を入力します。 

 

４．登録（Ｆ２）ボタンを押下して、分類情報を新規登録します。 

 

●新規登録の場合（中分類） 

１．案件分類「中分類」を選択し、大分類コンボボックスから親となる大分類を選択します。 

 

２．分類 NOを空欄の状態にし、Enterキー押下で「新規」表示にします。 

 

３．表示させたい画面の表示区分を選択し、分類名を入力します。 

 

４．登録（Ｆ２）ボタンを押下して、分類情報を新規登録します。 

 

●新規登録の場合（小分類） 

１．分類「小分類」を選択し、大分類、中分類コンボボックスから親となる大分類、中分類を選択します。 

 

２．分類 NOを空欄の状態にし、Enterキー押下で「新規」表示にします。 

 

３．表示させたい画面の表示区分を選択し、分類名を入力します。 

 

４．登録（Ｆ２）ボタンを押下して、分類情報を登録します。 

 

●変更の場合 

１．画面右側一覧から対象となる分類情報を選択します。 

 

２．表示させたい画面の表示区分を選択し、分類名を変更します。 

 

３．登録（Ｆ２）ボタンを押下して、分類情報を登録します。 
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●削除の場合 

１．画面右側一覧から対象となる分類情報を選択します。 

 

２．行削除（Ｆ４）ボタンを押下して、分類情報を削除します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

削除可能な条件は下記の通りです。 

 ① 紐付いている案件、得意先、スタッフの情報が存在しないこと 

 ② 下階層の分類情報が存在しないこと 

   ※大分類の場合、紐付く中分類・小分類が存在しないこと 

   ※中分類の場合、紐付く小分類が存在しないこと 
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分類マスタ入力項目（左側） 

分類 大分類、中分類、小分類のいずれかを選択します。 

大分類 親となる大分類を選択します。 

ただし、中分類や小分類の登録時（[分類]が「中分類」、又は「小分類」の時）

のみ選択可能です。 

中分類 親となる中分類を選択します。 

ただし、小分類の登録時（[分類]が「小分類」の時）のみ選択可能です。 

分類ＮＯ 分類 NOを入力します。 

分類名 分類名を入力します。 

基本タブ 

表示区分 登録済みの分類情報を表示させたい画面を選択します。複数選択が可能で

す。選択肢は、「案件（案件分類）」、「得意先（得意先分類）」、「スタッフ（こだ

わり分類）」です。 

必須区分 必須とするかどうかを選択します。 

ただし、中分類の登録時（[分類]が「中分類」の時）のみ選択可能です。 

「する」とした場合、[表示区分]でチェックした画面での登録時に、紐付く小分

類を選択しない場合は警告 MSGが表示されます。 

※最終ページの「参考」をご覧ください。 

検索対象区分 検索対象とするか否かを選択します。（対象/対象外） 

使用する取引区分 該当分類を使用する取引区分を選択します。複数選択が可能です。 

選択肢は「派遣」、「紹介予定派遣」、「有料職業紹介」、「日々紹介」、「請

負」、「業務受託」です。 

大分類の登録時（[分類]が「大分類」の時）のみ選択可能です。 

NEO タブ 

検索名 NEOのこだわり検索に表示される名称を入力します。 

[分類]が「小分類」 かつ、[表示区分]で「案件（案件分類）」をチェックした場

合に、入力可能となります。 

表示区分 登録済みの分類情報を表示させたい画面を選択します。複数選択が可能で

す。選択肢は、「NEO こだわり検索」、「NEO こだわり申請」です。 

大分類の登録時（[分類]が「大分類」の時）のみ選択可能です。 

公開必須区分 [分類マスタ]に登録されている必須区分「する」チェックボックスがオンの場

合、[必須区分]チェックボックスはチェックされた状態で表示されます。 

備考タブ 

備考形式 備考欄の入力形式を選択します。(文字列/数値/日付) 

・「文字列」：文字列形式で入力します。 

・「数値」：数値形式で入力します。 

・「日付」：YYYY/MM/DD形式で入力します。※YYYY：年、MM：月、DD：日 

備考 特記事項を必要に応じて入力します。 

その他タブ 

コード１～４ 他システムとの連携に使用する事ができます。 
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分類マスタ一覧項目（右側） 

大分類 NO [分類マスタ]に登録されている大分類 NOを表示します。 

中分類 NO [分類マスタ]に登録されている中分類 NOを表示します。大分類の場合はブ

ランクです。 

小分類 NO [分類マスタ]に登録されている小分類 NOを表示します。大分類・中分類の

場合はブランクです。 

分類名 [分類マスタ]に登録されている分類名を表示します。 

NEO検索名 [分類マスタ]に登録されている NEO検索名を表示します。 

検索対象区分 [分類マスタ]に登録されている検索対象区分「対象」チェックボックスがオン

の場合、[検索対象区分]チェックボックスはチェックされた状態で表示されま

す。 

必須区分 [分類マスタ]に登録されている必須区分「する」チェックボックスがオンの場

合、[必須区分]チェックボックスはチェックされた状態で表示されます。 

NEO公開必須区分 [分類マスタ]に登録されている NEO公開必須区分「する」チェックボックスが

オンの場合、[NEO公開必須区分]チェックボックスはチェックされた状態で表

示されます。 

案件 [表示区分]で「案件（案件分類）」をチェックした場合、[案件]チェックボックス

はチェックされた状態で表示されます。 

得意先 [表示区分]で「得意先（得意先分類）」をチェックした場合、[得意先]チェックボ

ックスはチェックされた状態で表示されます。 

スタッフ [表示区分]で「スタッフ」をチェックした場合、[スタッフ]チェックボックスはチェ

ックされた状態で表示されます。 

NEO こだわり検索 [表示区分]で「NEO こだわり検索」をチェックした場合、[NEOこだわり検索]チ

ェックボックスはチェックされた状態で表示されます。 

NEO こだわり申請 [表示区分]で「NEO こだわり検索」をチェックした場合、[NEOこだわり申請]チ

ェックボックスはチェックされた状態で表示されます。 

備考 [分類マスタ]に登録されている備考を表示します。 

備考入力形式 [分類マスタ]に登録されている備考形式を表示します。 

コード１～４ [分類マスタ]に登録されているコード１～４を表示します 
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ボタン説明 

 

 

ファンクションキー 

ヘルプ（Ｆ１） [分類マスタ]のオンラインヘルプを表示します。 

登録（Ｆ２） 入力中の分類情報を登録します。 

行削除（Ｆ４） 一覧で選択中の分類情報を削除します。 

スタッフマスタ等で使用中の分類情報は削除できません。 

再表示（Ｆ５） 現在表示されている内容を再読み込みし、再表示します。 

前へ（Ｆ６） 表示中の前の分類情報を表示します。 

次へ（Ｆ７） 表示中の次の分類情報を表示します。 

画面クリア（F９） 入力内容をクリアし、初期表示画面に戻ります。 

コピー（Ｆ１０） 左側に表示中の分類情報をコピーします。 

コピーボタン押下前の表示内容はそのまま残ります。 

終了（Ｆ１２） [分類マスタ]の画面を閉じます。 
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●案件入力（案件分類）のイメージ 

   [表示区分]で「案件（案件分類）」をチェックした項目は、［案件入力］-［案件分類］タブに表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●得意先マスタ（得意先分類）のイメージ 

 [表示区分]で「得意先（得意先分類）」をチェックした項目は、［得意先マスタ］-［詳細］タブ-［得意先分類］タブに表

示されます。 
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●スタッフマスタのイメージ 

 [表示区分]で「スタッフ」をチェックした項目は、［スタッフマスタ］-［希望］タブ-［こだわり分類］タブに表示されます。 
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●NEOのイメージ 

 [表示区分]で「NEO こだわり検索」をチェックした項目のうち、［NEO 検索名］に名称を入力した項目は、[スタッフエ

クスプレスネオ]-[仕事照会]-[こだわり検索]に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 

必須区分「する」とした項目を未入力の状態で各画面を登録した場合、 

以下の警告メッセージが表示され、登録ができません。 

必ず登録させたい項目に対して、必須区分の設定を行って下さい。 

         
             例：得意先マスタの登録時 

[NEOこだわり検索]にチェック

を付けた「大分類名」 

[NEO検索名]に入力した 

内容 


